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みんなが熱中　クラスがまとまる

『五色百人一首』の特長
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１試合３分間。100首を5色に色分け�Ù� �ï�Ä���� 1
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すき間時間でも楽しめる『五色百人一首』
　教室・家庭で百人一首を教えてみようと思った方は多くいると思いますが�z

「やっぱり駄目だ」とあきらめた人も多いと思います。
　それは百人一首を教室で扱おうとすると�z どうにもならない欠点が目につくか
らです。その良さは十分承知していても、この点のために�z 百人一首をしなかっ
た人も多いのではないでしょうか。
　百人一首の欠点とは　

「百枚覚えるのが大変だ」「試合時間がかかり過ぎる」
というものでした。
　この２つの欠点を持っているために�z 百人一首はなかなか広まらなかったので
す。
　２つの欠点を克服したものこそ�z「五色百人一首」なのです。１試合３分間で
できます。
　教室では子供たちが熱中します。楽しいクラスづくりにうってつけです。

「五色百人一首」　札の秘密
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　１．　１００枚が五色の５グループに分かれている。
　２．　取り札の裏に上の句と作者名が印刷されている。

　取り札（裏）　　　　　　取り札（表）
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「五色百人一首」の最初の指導方法

　机を向かいあわせ「五色百人一首」を各グループに配ってから次のようにします。

　　�「百人一首の黄色を10枚ずつ２つに分けなさい。」「それを自分の前に横５
枚、２段に置きなさい。」　まずは札を並べさせます。

　　「札は、相手に近い机のはじの所まで動かしなさい。」
　　札を自分の方にひきよせて置く子がいます。そこで、こんな注意をします。
　　�百人一首をゆっくり読みます。下の句を２回読みます。２回読んでいる札を
取るのです。

　　�「とれた人」といって、手をあげさせます。これで百人一首なるものが分かっ
たわけです。（以下、札を１枚読み終わるたびに１つの項目を短く教えてい
きます）

　　「とるときは、『はい』といいなさい。」
　　�「はい」といって、とることを教えます。教室が活気づきます。次の１枚を
読みます。

　　�「とったとき、同じ手がでるときがありますね。手が下にあった方が早いの
です。」

　　両方とも、手が出たときの注意です。次の１枚を読みます。
　　�「とったとき、同じで、どちらが早いかわからないときもあります。その時
はじゃんけんをします。」

　　�同時に手をついたときは、ジャンケンというルールを教えます。次の１枚を
読みます。

　　�「札をさがす時には、手は体のどこかにつけておきます。手を空中でぶらぶ
らさせてはいけません。」手の位置を教えるわけです。次の１枚を読みます。

　　「とった札は、右か左はしに置きます。」
　　どの子も札をとっています。その置き方を教えます。次の１枚も読みます。
　　�子供は、調子にのってきています。教室にざわつきも感じられます。この「ざ
わつき」をとりのぞかねばなりません。

　　「声を出した人は、おてつきとして１枚札を出してもらいます。」
　　これで　ピタッと静かになります。次の１枚を読みます。
　　「山田君　声を出しているのでおてつきです。」これで更に静かになります。
　　「間の時間にうらを見ていいです。しかし、次の札を読み始めたら見ては駄
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　　目です。」
　　うらを見ていいことを教えます。次の１枚を読みます。
　　「立ってやっている人がいますね。立ってやってもかまいません。」
　　席を立ってやってもいいことを教えます。
　　「まちがえた札を取ったら、お手つきとして取った札から１枚を場に出し
　　ます。」
　　お手つきについて教えます。

　これで、１回戦終わりです。１回戦で大切なことをほとんど教えています。
それも一時に一事の原則にそって教えるといいのです。五色百人一首を開発し
た向山洋一氏の学級では、17 枚読んで終了してました。同数はじゃんけんで
勝ち負けを決めました。
　２回目も、下の句を２回読みましたが、ほんの少しだけ早くします。
　４、５分で１試合が終わりますので、３試合くらいたてつづけにやります。
子供は、熱気に満ちてきます。
　休み時間、子供が「明日もやって」というようになります。

11

12

　百人一首には「お手つき」というルールがあります。
　間違えて取り札を取ってしまった場合・さわった場合に、自分の取った枚数から１
枚引きます。
　つまり、全部で５枚取っていて１回「お手つき」をしたのであれば、１枚罰として
出し、取った枚数は「４枚」となります。もちろん、２回「お手つき」をしたのであ
れば「３枚」になってしまうのです。
　例えば　「秋の田の……」の札が読まれました。そこで、机の上に並んでいる取り
札を「はい」と言って取りました。しかし、この取り札は間違いでした。そこで、また、
机の上に並んでいる別の取り札を「はい」と言って取りました。これも間違いでした。
　このときの「お手つき」は２枚間違えたと数えます。
　「お手つき」を１枚したら１枚、２枚したら２枚を場に出さなく
てはいけません。
　「お手つき」をしたら自分のとった札から１枚を場に出します。
　このとき、場におかれたお手つき札は、次の札をとった人が１
枚だけとれます。

（２枚あったときは、その次の札をとった人に回します）

お手つきについて

とった札から
１枚を出す

※�正式の競技かるたでは、　相手方の札のお手つきのみを数えますが、
「五色百人一首」は、どの札でも１回間違えたら１枚を場に出します。

（語り手／向山洋一）
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  「五色百人一首」指導のための
　　何人でやるのですか。

　　２人以上であれば何人でもできます。しかし、基本的には１対１で行います。です
から、１対１の２人組が何組もできると考えて下さい。もし、クラスの子供の数が奇数
の場合は１人あまります。そのときは１対１対１の３人組を１グループだけ作ります。

　　「五色百人一首」の取り札は、どのように並べるのですか。

　　まず２人の机を合わせます。次に１色 20 枚を半分にし、１人
10 枚ずつ分けます。10 枚を横に５枚、縦に２段にして並べます。
　ここで、並べるときに次の２つの約束をします。

　１　相手に近い所に並べる。
　２　取り札は縦にくっつけて並べる。

　取り札の上下は自分から見た向きに並べますが、札は相手も
取りやすいように相手の近くに並べます。取り札は、並べ方の
順番に決まりはありません。自分の作戦で並べます。自分の

「おはこ」（得意な札）を手前に置く子供が多いようです。

　　取り札の裏を見てよいのですか。

　　もちろんです。これが「五色百人一首」の良さなのです。

　　試合中に取り札の裏の上の句を見てもよい。
　　ただし、読み始めたら見てはいけない。

　このようなルールがあります。したがって、「五色百人一首」が読まれる合間を見て、
取り札の裏の上の句を見るのです。
　これで子供たちはすぐに百人一首を次から次へと覚えるのです。

　　「五色百人一首」のシステムは、どのようになっているのですか。

　　A 級・B 級・C 級・D 級・E 級……という級を作っておきます。１クラス 20 グルー
プで試合をするのなら 20 級作っておきます。グループ数作るのです。
　試合をします。勝つと１つ上の級に移ります。負けると１つ下の級に移ります。こう
すると、だいたい実力が同じ子供同士が試合をするようになります。試合が伯仲するの
です。
　級が上がった子供は大喜びします。一方、下がった子供はやる気をなくすかというと、

そうではありません、次へ挑戦します。
　急に、級をひっくり返す時があります。今まで１番上の級が「A」だったら「A」を
１番下にするのです。（学期に１度くらいです）すると、１番強い子供が最下位になっ
てしまいます。また、何回も勝ち続けないと最上位に行けないのです。
　これもなかなか子供たちに人気があります。ぜひ、やってみてください。

　　どの時間にやればいいのですか。

　　私は国語の時間にやりました。それから、学級会（学級指導）の時間も使いました。
　子供たちから毎日やろうと言われましたので、朝の会・帰りの会でもやりました。

　　初めての子供たちに対する読み方は、どのようにすればいいのですか。

　　下の句を２回か３回ゆっくり読んであげてください。
　「  春過ぎて夏来にけらし白妙の
　　　　　　衣ほすてふ天の香具山　衣ほすてふ天の香具山　衣ほすてふ天の香具山  」
　このようになります。
　下の句を３回も読むのは２試合で大丈夫です。少し慣れてきたなと思われたら、３回
を１回にしてゆっくり読みます。２～３秒ほど間をおいて次の札を読みます。
　次に普通の速さで読みます。そして、速く読むようにします。
　また、上の句と下の句との間をあけて読むときもあります。こうすると、覚えている
子供が有利になります。そのため、自然と子供は覚えてくるようになります。
　読み方の工夫で、子供はのってきます。どのくらいの速さまで大丈夫かと言いますと、
上手になったクラスでは 100 枚読むのに８分ほどです。かなりのスピードです。

　　「空札」は入れますか。

　　最後の２、３枚になった時に入れることがあります。残りわずかになると、勘で取
る子供がいます。そのために、わざと机の上にない札（空札）を入れます。
　序歌も入れるといいです。

　　１年生でも「五色百人一首」はできますか。

　　できます。お正月前に教えてあげると、家でも遊べてとても喜ばれます。幼稚園の
子供でもできます。

　　幼稚園児、低学年に対して一番大切なことは、何ですか。

　　百人一首の意味にこだわらないことです。一種のかるた遊びと割り切って、大いに
遊ぶことです。枚数・人数・時間等はすべて同じです。低学年だからといって特別なこ
とはしません。ただし、読む速さはゆっくりにしてあげてください。
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（回答者／向山洋一）
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五色百人一首であそぼう！
ね  

ん
く  
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【先生・保護者の方へ】　このページから P15 までをコピーして、お子様へお渡しください。
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ふ

きとぢよ　をとめの姿
すがた

　しばしとどめむ

11　巡
めぐ
り逢

あ
ひて　見

み
しやそれとも　わかぬ間

ま
に　雲

くも
がくれにし　夜

よ は
半の月

つき
かな

12　和
わ た

田の原
はら

　漕
こ

ぎ出
い

でて見
み

れば　久
ひさかた

方の　雲
くも

ゐにまがふ　沖
おき

つ白
しらなみ

波

13　陸
みちのく

奥の　信
しのぶ

夫もぢずり　誰
たれ

故
ゆゑ

に　乱
みだ

れそめにし　我
われ

ならなくに

14　いにしへの　奈
な ら

良の都
みやこ

の　八
や

重
へ

桜
ざくら

　けふ九
ここの

重
へ

に　匂
にほ

ひぬるかな

15　きりぎりす　鳴
な

くや霜
しも

夜
よ

の　さむしろに　衣
ころも

かたしき　独
ひと

りかも寝
ね

む

16　この度
たび

は　ぬさも取
と

りあへず　手
た

向
むけやま

山　紅
もみぢ

葉の錦
にしき

　神
かみ

のまにまに

17　夜
よ

をこめて　鳥
とり

の空
そら

音
ね

は　はかるとも　世
よ

に逢
あふさか

坂の　関
せき

は許
ゆる

さじ

18　百
ももしき

敷や　古
ふる

き軒
のき

端
ば

の　しのぶにも　なほあまりある　昔
むかし

なりけり

19　契
ちぎ

りおきし　させもが露
つゆ

を　命
いのち

にて　あはれ今
こ

年
とし

の　秋
あき

もいぬめり

20　思
おも

ひ佗
わ

び　さても命
いのち

は　あるものを　憂
う

きにたへぬは　涙
なみだ

なりけり

「五色百人一首」 色
いろ

別
べつ

一
いち

らん表
ひょう

（チェックシート）

21　嘆
なげ

けとて　月
つき

やはものを　思
おも

はする　かこち顔
がほ

なる　わが涙
なみだ

かな

22　来
こ

ぬ人
ひと

を　まつほの浦
うら

の　夕
ゆふ

なぎに　焼
や

くや藻
も

塩
しほ

の　身
み

もこがれつつ

23　もろともに　あはれと思
おも

へ　山
やま

桜
ざくら

　花
はな

より外
ほか

に　知
し

る人
ひと

もなし

24　音
おと

に聞
き

く　高
たか

師
し

の浜
はま

の　あだ浪
なみ

は　かけじや袖
そで

の　ぬれもこそすれ

25　高
たかさご

砂の　尾
をの

上
へ

の桜
さくら

　咲
さ

きにけり　外
と

山
やま

の霞
かすみ

　立
た

たずもあらなむ

26　長
なが

からむ　心
こころ

も知
し

らず　黒
くろかみ

髪の　乱
みだ

れて今
け さ

朝は　ものをこそ思
おも

へ

27　かくとだに　えやはいぶきの　さしも草
ぐさ
　さしも知

し
らじな　燃

も
ゆる思

おも
ひを

28　有
あり

馬
ま

山
やま

　猪
ゐ

名
な

の笹
ささはら

原　風
かぜ

吹
ふ

けば　いでそよ人
ひと

を　忘
わす

れやはする

29　恨
うら

み佗
わ

び　干
ほ

さぬ袖
そで

だに　あるものを　恋
こひ

に朽
く

ちなむ　名
な

こそ惜
を

しけれ

30　誰
たれ

をかも　知
し

る人
ひと

にせむ　高
たかさご

砂の　松
まつ

も昔
むかし

の　友
とも

ならなくに

31　しのぶれど　色
いろ

に出
い

でにけり　わが恋
こひ

は　物
もの

や思
おも

ふと　人
ひと

の問
と

ふまで

32　風
かぜ

をいたみ　岩
いは

打
う

つ波
なみ

の　おのれのみ　くだけて物
もの

を　思
おも

ふころかな

33　立
た

ち別
わか

れ　いなばの山
やま

の　峰
みね

に生
お

ふる　まつとし聞
き

かば　今
いま

帰
かへ

り来
こ

む

34　吹
ふ

くからに　秋
あき

の草
くさ

木
き

の　しをるれば　むべ山
やま

風
かぜ

を　嵐
あらし

といふらむ

35　山
やまざと

里は　冬
ふゆ

ぞ寂
さび

しさ　まさりける　人
ひと

目
め

も草
くさ

も　かれぬと思
おも

へば

36　秋
あき

の田
た

の　かりほの庵
いほ

の　とまをあらみ　わが衣
ころも

手
で

は　露
つゆ

にぬれつつ

37　田
た ご

子の浦
うら

に　うち出
い

でて見
み

れば　白
しろたへ

妙の　富
ふ じ

士の高
たか

嶺
ね

に　雪
ゆき

は降
ふ

りつつ

38　筑
つく

波
ば

嶺
ね

の　峰
みね

より落
お

つる　男
みなの

女川
がは

　恋
こひ

ぞつもりて　淵
ふち

となりぬる

39　世
よ

の中
なか

よ　道
みち

こそなけれ　思
おも

ひ入
い

る　山
やま

の奥
おく

にも　鹿
しか

ぞ鳴
な

くなる

40　永
なが

らへば　またこの頃
ごろ

や　しのばれむ　憂
う

しと見
み

し世
よ

ぞ　今
いま

は恋
こひ

しき

●青
あお

札
ふだ

●桃
もも

札
ふだ

おぼ
えた

おきに
いり

おぼえた歌
うた

は、「おぼえた」の□をすきな色
いろ

でぬってね。
きにいった歌

うた

は、「おきにいり」の□をすきな色
いろ

でぬってね。
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いり

おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり
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おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり

おぼえた歌
うた

は、「おぼえた」の□をすきな色
いろ

でぬってね。
きにいった歌

うた

は、「おきにいり」の□をすきな色
いろ

でぬってね。
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おきに
いり
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えた

おぼ
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おぼ
えた

おぼ
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おぼ
えた

おぼ
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いり

おきに
いり

おきに
いり
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41　春
はる

過
す

ぎて　夏
なつ

来
き

にけらし　白
しろたへ

妙の　衣
ころも

干
ほ

すてふ　天
あま

の香
か

具
ぐ

山
やま

42　天
あま

の原
はら

　振
ふ

りさけ見
み

れば　春
かす

日
が

なる　三
み

笠
かさ

の山
やま

に　出
い

でし月
つき

かも

43　これやこの　行
ゆ

くも帰
かへ

るも　別
わか

れては　知
し

るも知
し

らぬも　逢
あふさか

坂の関
せき

44　住
すみ

の江
え

の　岸
きし

に寄
よ

る波
なみ

　寄
よ

るさへや　夢
ゆめ

の通
かよ

ひ路
ぢ

　人
ひと

目
め

よくらむ

45　山
やま

川
がは

に　風
かぜ

のかけたる　しがらみは　流
なが

れもあへぬ　紅
もみ

葉
ぢ

なりけり

46　久
ひさかた

方の　光
ひかり

のどけき　春
はる

の日
ひ

に　しづ心
ごころ

なく　花
はな

の散
ち

るらむ

47　白
しらつゆ

露に　風
かぜ

の吹
ふ

きしく　秋
あき

の野
の

は　つらぬきとめぬ　玉
たま

ぞ散
ち

りける

48　浅
あさ

茅
ぢ

生
ふ

の　小
を

野
の

の篠
しのはら

原　しのぶれど　あまりてなどか　人
ひと

の恋
こひ

しき

49　由
ゆ ら

良の門
と

を　わたる舟
ふなびと

人　かぢを絶
た

え　ゆくへも知
し

らぬ　恋
こひ

の道
みち

かな

50　八
や へ

重むぐら　しげれる宿
やど

の　寂
さび

しきに　人
ひと

こそ見
み

えね　秋
あき

は来
き

にけり

51　滝
たき

の音
おと

は　絶
た

えて久
ひさ

しく　なりぬれど　名
な

こそ流
なが

れて　なほ聞
き

こえけれ

52　大
おほ

江
え

山
やま

　いく野
の

の道
みち

の　遠
とほ

ければ　まだふみも見
み

ず　天
あま

の橋
はしだて

立

53　淡
あは

路
ぢ

島
しま

　通
かよ

ふ千
ち

鳥
どり

の　鳴
な

く声
こゑ

に　いく夜
よ

寝
ね

ざめぬ　須
す ま

磨の関
せきもり

守

54　秋
あきかぜ

風に　たなびく雲
くも

の　絶
た

え間
ま

より　もれ出
い

づる月
つき

の　影
かげ

のさやけさ

55　ほととぎす　鳴
な

きつる方
かた

を　ながむれば　ただ有
ありあけ

明の　月
つき

ぞ残
のこ

れる

56　村
むらさめ

雨の　露
つゆ

もまだ干
ひ

ぬ　まきの葉
は

に　霧
きり

立
た

ちのぼる　秋
あき

の夕
ゆふ

暮
ぐ

れ

57　み吉
よし

野
の

の　山
やま

の秋
あきかぜ

風　さ夜
よ

更
ふ

けて　ふるさと寒
さむ

く　衣
ころも

うつなり

58　花
はな

さそふ　嵐
あらし

の庭
には

の　雪
ゆき

ならで　ふりゆくものは　わが身
み

なりけり

59　夜
よ

もすがら　物
もの

思
おも

ふころは　明
あ

けやらで　ねやの隙
ひま

さへ　つれなかりけり

60　玉
たま

の緒
を

よ　絶
た

えなば絶
た

えね　永
なが

らへば　しのぶる事
こと

の　弱
よわ

りもぞする

61　わが庵
いほ

は　都
みやこ

のたつみ　鹿
しか

ぞ住
す

む　世
よ

をうぢ山
やま

と　人
ひと

はいふなり

62　花
はな
の色
いろ
は　移

うつ
りにけりな　いたづらに　わが身

み
世
よ
に経

ふ
る　ながめせし間

ま
に

63　和
わ た

田の原
はら

　八
や

十
そ

島
しま

かけて　漕
こ

ぎ出
い

でぬと　人
ひと

には告
つ

げよ　あまの釣
つりぶね

舟

64　君
きみ

がため　春
はる

の野
の

に出
い

でて　若
わか

菜
な

つむ　わが衣
ころも

手
で

に　雪
ゆき

は降
ふ

りつつ

65　千
ち

早
はや

振
ぶ

る　神
かみ

代
よ

も聞
き

かず　龍
たつ

田
た

川
がは

　から紅
くれなゐ

に　水
みづ

くくるとは

66　佗
わ

びぬれば　今
いま

はた同
おな

じ　難
なに

波
は

なる　みをつくしても　逢
あ

はむとぞ思
おも

ふ

67　月
つき

見
み

れば　千
ち ぢ

々に物
もの

こそ　悲
かな

しけれ　わが身
み

一
ひと

つの　秋
あき

にはあらねど

68　小
を

倉
ぐら

山
やま

　峰
みね

のもみぢ葉
ば

　心
こころ

あらば　今
いま

一
ひと

度
たび

の　みゆき待
ま

たなむ

69　心
こころ

あてに　折
を

らばや折
を

らむ　初
はつしも

霜の　置
お

きまどはせる　白
しらぎく

菊の花
はな

70　人
ひと

はいさ　心
こころ

も知
し

らず　ふるさとは　花
はな

ぞ昔
むかし

の　香
か

に匂
にほ

ひける

71　夏
なつ

の夜
よ

は　まだ宵
よひ

ながら　明
あ

けぬるを　雲
くも

のいづこに　月
つき

やどるらむ

72　忘
わす

らるる　身
み

をば思
おも

はず　ちかひてし　人
ひと

の命
いのち

の　惜
を

しくもあるかな

73　恋
こひ

すてふ　わが名
な

はまだき　立
た

ちにけり　人
ひと

知
し

れずこそ　思
おも

ひそめしか

74　契
ちぎ

りきな　かたみに袖
そで

を　しぼりつつ　末
すゑ

の松
まつやま

山　波
なみ

こさじとは

75　忘
わす

れじの　行
ゆ

く末
すゑ

までは　かたければ　今
け ふ

日をかぎりの　命
いのち

ともがな

76　安
やす
らはで　寝

ね
なましものを　さ夜

よ
更
ふ
けて　かたぶくまでの　月

つき
を見

み
しかな

77　心
こころ

にも　あらで憂
う

き世
よ

に　永
なが

らへば　恋
こひ

しかるべき　夜
よ は

半の月
つき

かな

78　夕
ゆふ

されば　門
かど

田
た

のいなば　おとづれて　蘆
あし

のまろやに　秋
あきかぜ

風ぞふく

79　わが袖
そで

は　潮
しほ

干
ひ

に見
み

えぬ　沖
おき

の石
いし

の　人
ひと

こそ知
し

らね　かわく間
ま

もなし

80　世
よ

の中
なか

は　常
つね

にもがもな　渚
なぎさ

漕
こ

ぐ　あまの小
を

舟
ぶね

の　綱
つな

手
で

悲
かな

しも

●黄
き

札
ふだ

●緑
みどり

札
ふだ
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えた

おきに
いり
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おぼえた歌
うた

は、「おぼえた」の□をすきな色
いろ

でぬってね。
きにいった歌

うた

は、「おきにいり」の□をすきな色
いろ

でぬってね。
おぼえた歌
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は、「おぼえた」の□をすきな色
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きにいった歌
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は、「おきにいり」の□をすきな色
いろ

でぬってね。
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81　明
あ
けぬれば　暮

く
るるものとは　知

し
りながら　なほ恨

うら
めしき　朝

あさ
ぼらけかな

82　朝
あさ

ぼらけ　宇
う ぢ

治の川
かはぎり

霧　絶
た

え絶
だ

えに　あらはれ渡
わた

る　瀬
せ ぜ

々のあじろぎ

83　哀
あは

れとも　いふべき人
ひと

は　思
おも

ほえで　身
み

のいたづらに　なりぬべきかな

84　逢
あ

ひ見
み

ての　後
のち

の心
こころ

に　くらぶれば　昔
むかし

は物
もの

を　思
おも

はざりけり

85　逢
あ

ふ事
こと

の　絶
た

えてしなくば　なかなかに　人
ひと

をも身
み

をも　恨
うら

みざらまし

86　あらざらむ　この世
よ

の外
ほか

の　思
おも

ひ出
で

に　今
いまひとたび

一度の　逢
あ

ふ事
こと

もがな

87　今
いま

来
こ

むと　いひしばかりに　長
ながつき

月の　有
ありあけ

明の月
つき

を　待
ま

ち出
い

でつるかな

88　今
いま

はただ　思
おも

ひ絶
た

えなむ　とばかりを　人
ひと

づてならで　いふよしもがな

89　瀬
せ

を早
はや

み　岩
いは

にせかるる　滝
たきがは

川の　われても末
すゑ

に　逢
あ

はむとぞ思
おも

ふ

90　なげきつつ　独
ひと
り寝

ぬ
る夜

よ
の　明

あ
くる間

ま
は　いかに久

ひさ
しき　ものとかは知

し
る

91　名
な

にしおはば　逢
あふさかやま

坂山の　さねかづら　人
ひと

に知
し

られで　くるよしもがな

92　難
なに
波
は
江
え
の　蘆

あし
のかり寝

ね
の　ひと夜

よ
ゆゑ　身

み
を尽

つ
くしてや　恋

こ
ひわたるべき

93　難
なに

波
は

がた　短
みじか

き蘆
あし

の　ふしの間
ま

も　逢
あ

はでこの世
よ

を　すぐしてよとや

94　春
はる

の夜
よ

の　夢
ゆめ

ばかりなる　手
た

枕
まくら

に　かひなく立
た

たむ　名
な

こそ惜
を

しけれ

95　人
ひと

も惜
を

し　人
ひと

も恨
うら

めし　味
あぢ

気
き

なく　世
よ

を思
おも

ふ故
ゆゑ

に　物
もの

思
おも

ふ身
み

は

96　御
み

垣
かき

守
もり

　衛
ゑ

士
じ

のたく火
ひ

の　夜
よる

は燃
も

え　昼
ひる

は消
き

えつつ　物
もの

をこそ思
おも

へ

97　みかの原
はら

　わきて流
なが

るる　泉
いづみ

川
がは

　いつみきとてか　恋
こひ

しかるらむ

98　見
み

せばやな　雄
を

島
じま

のあまの　袖
そで

だにも　ぬれにぞぬれし　色
いろ

は変
か

はらず

99　おほけなく　浮
うき

世
よ

の民
たみ

に　おほふかな　わがたつ杣
そま

に　墨
すみぞめ

染の袖
そで

100　風
かぜ

そよぐ　奈
な ら

良の小
を

川
がは

の　夕
ゆふ

暮
ぐ

れは　みそぎぞ夏
なつ

の　しるしなりける

● 橙
だいだい

札
ふだ

おぼ
えた

おきに
いり

おぼ
えた

おぼ
えた

おぼ
えた

おぼ
えた

おぼ
えた

おぼ
えた

おぼ
えた

おぼ
えた

おぼ
えた

おぼ
えた

おぼ
えた

おぼ
えた

おぼ
えた

おぼ
えた

おぼ
えた

おぼ
えた

おぼ
えた

おぼ
えた

おぼ
えた

おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり

おきに
いり

おぼえた歌
うた

は、「おぼえた」の□をすきな色
いろ

でぬってね。
きにいった歌

うた

は、「おきにいり」の□をすきな色
いろ

でぬってね。

− 15−　

めざせ！
「　　　　　　　  大

た い

会
か い

」
学
がっ

校
こう

や家
いえ

でたくさん練
れん

習
しゅう

したら、五
ご

色
しょく

百
ひゃく

人
にん

一
いっ

首
しゅ

大
たい

会
かい

にちょうせん
しよう！　大

たい

会
かい

は全
ぜん

国
こく

で開
ひら

かれているよ。
全
ぜん

国
こく

の強
つよ

い人
ひと

たちと試
し

合
あい

をして、もっともっと強
つよ

くなろう！
大
たい

会
かい

にさんかすると、記
き

ねん品
ひん

がもらえるよ。
優
ゆう

勝
しょう

めざしてがんばろう！

大大
た いた い

会会
か いか い

のようすのようす

【先生、保護者の方へ】
五色百人一首大会については、下記 HP をご覧下さい。
＜五色百人一首協会ホームページ＞　https://www.goshoku.org

こちらの QR コード
からもアクセスでき
ます。
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五色百人一首　指導の手引き
五色百人一首大会唯一の公式認定札

2018 年 2 月 15 日 初版第 1刷発行
2021 年３月 １日 　　第 3刷発行

～「五色百人一首」関連教材のご案内～

◆五色百人一首の姉妹品◆

※お申し込み・お問い合わせは教育技術研究所まで
https://www.tiotoss.jp　TEL：0120-00-6564　FAX：0120-88-2384https://www.tiotoss.jp　TEL：0120-00-6564　FAX：0120-88-2384

◆ CD ◆

◆百人一首を覚える時に！◆向山洋一が詠む
五色百人一首 ®
ＣＤ・ＤＶＤ（各 1枚）
五色百人一首の第一人者、
向山洋一本人による読み
上げＣＤです。

五色百人一首　読み上げＣＤ
＜青札・桃札・黄札・緑札・橙札＞

ＣＤ５枚組（各約４分）
「指導の手引き」付属

読み手／ Anyango（アニャンゴ）

◆こんな教材もあります！◆

語呂合わせで、完全マスター！
五色百人一首
全４巻　Ａ５判／各 80 ページ

豪華愛蔵版　五色百人一首
５色各 20 枚・計 100 枚入り

　※読み札・取り札セット

五色名文・格言暗唱かるた
５色各20枚・計100枚入り、手引き付き

五色名句百選かるた
５色各20枚・計100枚入り
スタートキット　※読み札・取り札セット
追加用取り札

１分間フラッシュカード ®
五色百人一首編
全５箱　五色百人一首対応
カード各 21 枚（Ａ４判）
教師用ユースウェア付き

五色百人一首下敷き
（Ｂ５判）

五色百人一首大会の
記念品としてどうぞ！

五色百人一首しおり
５枚組（３種）

スタートキット 追加用取り札


